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京
都
一
帝
園
大
事
文
墜
部
考
古
事
研
究
報
告

第
十
三
勝

新

羅

古

昭
和
八
年
ー
ー
昭
和
九
年

瓦

の

研
;h金

JL 

京

都

一

清

岡

大

皐



序

n 

京

都

官

同

大

串

文

皐

部

考

古

皐

研

究

報

告

第

十

三

冊

は

、

我

が

考

古

皐

教

室

及

び

本

冊

著

者

等

の

名

を

以

て
、
故
英
岡
オ
ク
ス
ア
オ

ー
ド
大
島
一
'
教
授
ア

1
チ
ボ

Y

ド・へ

ン
リ
ノ
!
・
セ
イ
ス
博
士

(切∞
4

・ロ円・
k
p
H
d
一
ユ
ゲ
ん
伊
三
国
∞
ロ
弓

ま
一
三
叩
)
の
過
去
二
十
徐
年
に
亘
る
.
論
る
こ
と
な
か
り
し
深
甚
な
る
同
情
と
誘
披
と
を
永
遠
に
記
念
せ
ん
が
魚

め
‘
恭
し
く
之
を
博
士
の
霊
に
捧
ャ
。

客
歳
二
月
四
目
、
先
生
英
岡
バ
!
ス
に
於
い
て
撞
罵
長
逝
し
給
ふ
の
報
に
接
す
る
や
、
中
外
の
撃
徒
知
友
、
奉

ち

て

此

の

一

代

尚

儒

の

温

容

再

び

仰

ぐ

を

得

点
γ
慈

一

音

復

た

聞

〈

こ

と

な

さ

を

悲

し

ま

ぎ

る

は

英

か

り

さ
u

而

か

も

我

が

日

本

の

考

古

皐

界

の

今

日

あ

る

、

之

を

ペ

ト

リ

l
教

授

を

他

に

し

て

は

.

先

生

の

誘

披

に

負

ふ

所

最

も

多

〈

著

者

等

亦

に

個

人

と

し

て

先

生

の

懇

情

を

f

お
く
せ
る
も
の
、
均
に
甚
大
な
り
し
を
思
へ
ば
、
哀
痛
の

切

な

る

遮

に

慈

親

を

喪

へ

る

が

知

く

、

追

憶

の

新

な

る

こ

と

.

目

あ

た

り

恩

師

に

別

る

〉

に

似

た

る

も

の

あ

る

を
畳
ゆ
。

先
生
一

八
四
五
年
(
弘
化
二
年
)
を
以
て
英
園
プ
リ
ス
ト

Y

附
近
シ
ャ

ム
プ
ト
ン
に
生
れ
.
長
じ
て
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
串
に
入
り
一
岬
墜
を
修
め
後
ち
同
大
皐
ク
イ
ン
ス
・
カ
レ
ツ

ヂ
の
「
プ
エ
ロ

1
一
ー
と
な
り
、
遂
に
ア
ッ

シ
リ
ノ
ヤ
皐
の
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
早
〈
聖
書
の
高
等
批
許
に
共
の
聾
名
を
世
界
に
轟
か
し
給
ひ
し
は
も
年
末
だ

批

な

る

頃

な

り

き
ο

爾
来
エ

ヂ
プ
ト
、
バ
レ
ス
チ
ナ
等
東
方
諸
闘
に
遊
び
、
欧
洲
各
地
を
訪
ひ
、
探
究
盆
々
之
を

努
め
、
西
亜
諸
邦
考
古
皐
の
香
宿
と
し
て
、
皐
徳
並
び
高
〈
、
終
に
一
代
の
宗
と
仰
が
れ
給
ひ
し
こ
と
、
此
蕗
に
詳

に
記
す
を
要
せ
ぎ
る
可
し
。

而

か

も

先

生

が

多

年

憧

僚

の

支

那

陶

器

の

故

闘

と

、

我

が

日

本

と

に

足

跡

を

印

序

仁S



序

言

し
給
ひ
し
は
、
一
九

一
年
.
先
生
六
十
六
歳
の
事
な
り
き
υ

嘗
時
余
が
京
都
帝
岡
大
皐
講
師
と
し
て
、
先
生
を

奈

良

の

奮

都

に

東

道

し

た

る

は

貨

に

先

生

を

知

る

の

初

め

な

り

し

が

、

此

の

時

菊

池

線

長

は

先

生

と

共

に

恰

も

客

遊

中

の

羅

振

玉

氏

を

も

招

き

て

、

東

西

の

碩

皐

一

堂

に

曾

す

る

の

好

機

を

得

給

へ

り
ゅ

後

二

年

ゆ

〈

り

な
く
も
余
は
海
外
留
皐
の
命
を
受
け
て
、
欧
洲
に
遊
び
、
英
闘
に
一
退
る
こ
と
二
歳
.
此
の
間
或
は
共
に
ク
イ

ノV

ツ

州
の
古
蹟
を
訪
ひ
、
或
は
内
J

Z

l

y
ス
に
掩
留
し
‘
或
は
エ
ヂ
ム
バ
ラ
に
先
生
邸
の
客
と
し
て
、
日
夕
先
生
に
親

実
し
て
、
其
の
誘
披
訓
陶
を
受
け
し
が
、
欧
洲
大
戦
の
勃
殺
せ
る
も
、
亦
に
貨
に
二
度
目
エ
ヂ
ム
バ
フ
の
先
生
邸

に
在
る
の
日
に
し
て
‘
其
の
朝
先
生
に
侍
し
て
南
下
蘇
闘
を
去
り
し
こ
と
.
先
生
自
停
の
中
に
記
し
給
へ
る
所

な
り
。

戦
崩
一最
低
迷
各
を
避
け
て
、
先
生
の
南
側
ユ

l
ス

に

坐

ま

す

や
、市

河

三

喜

君

と

共

に

其

の

膝

下

に

在

る

こ
と
月
飴
.
遂
に
希
臓
に
遊
び
伊
太
利
に
入
り
、
還
り
て

九

五
年
、
再
び
先
生
を
ニ

l
ス

に

訪

ひ

て

扶

を

分

ち
し
が
、
一
九
一

七

年

先

生

北

米

を

回

避

し

て

復

七

日

本

を

訪

ひ

給

ひ

ぬ

ゅ

此

の

時

先

生

足

を

京

都

に

留

め

給
ふ
こ
と
月
を
蹴
ぇ
.
我
が
大
撃
の
矯
め
に
ス
メ

Y

語
に
闘
す
る
講
演
を
試
む
る
こ
と
数
回
、
而
か
も
大
皐
よ

り
贈
る
所
の
若
干
金
は
、
暴
け
て
之
を
我
が
教
室
に
寄
せ
給
へ
り
。

今

我

が

教

室

蔵

す

る

所

の

西

亜

模

形

文

字
に
闘
す
る
諸
文
献
は
、
多
〈
は
此
の
資
金
に
由
っ
て
購
ふ
所
な
り
。

嘗
時
先
生
我
が
大
撃
の
狩
野
、
榊
、
原
、
内

田
.
坂
口
等
の
諸
教
授
と
交
歓
し
.
荒
木
線
長
は
先
生
を
岡
山
長
楽
館
に
請
じ
て
歓
迎
の
宴
を
張
り
、
余
亦
た
先

生
を
東
道
し
て
奈
良
正
倉
院
を
は
じ
め
、
伊
勢
神
宮
、
高
野
山
に
詣
り
、
京
畿
の
名
勝
古
寺
普
く
之
を
採
り
給
へ

り

か

く

て

此

の

年

十

二

月

設

に

神

戸

埠

頭

に

先

生

を

見

迭

り

し

が

、

こ

れ

未

亡

先

生

と

永

扶

の

臼

に

は

非

r
t
Lリ
詰
t

。

一
九
二
六
年
、
梅
原
末
治
君
命
を
受
け
て
欧
洲
に
皐
ぶ
こ
と
〉
な
り
し
が
、
先
生
の
君
を
遇
し
、
君
を

導
き
給
ふ
こ
と
、
亦
た
往
年
の
余
に
劃
す
る
が
如
〈
.
君
亦
た
先
生
の
邸
に
一
返
る
こ
と
日
を
累
ね
、
オ
ク
ス
フ
ォ



ー

ド

に

於

い

て

も

前

後

二

ヶ

月

に

亘

り

、

先

生

の

懇

切

な

る

指

導

を

受

げ

七

り

き

。

昭
和
二
年
(
一
九
二
七
年
)
余
欧
米
各
闘
に
歴
遊
す
る
こ
と
〉
な
り
、
北
米
を
経
て
英
闘
に
赴
き
、
先
生
に
謁
す

る

こ

と

を

得

仁

る

は

、

此

の

行

中

最

大

の

悦

び

の

一

な

り

き

。

乃

ち

エ

ヂ

ム

バ

ラ

の

先

生

邸

に

在

る

こ

と

週
目
、
次
い
で
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

の

ク

イ

ン

ス

大

皐

の

宴

に

侍

し

、

夏

に

先

生

左

エ

デ

プ

ト

の

ア

レ

キ

サ

ン

ド

リ
ノ
ヤ
に
曾
し
、
共
に
一
夜
を
ク
ラ
ヲ
デ
ヲ
ス
・
バ
ジ
ヤ
の
邸
に
語
り
明
か
し
た
り
し
が
、
共
の
翌
郊
外
の
小
騨
頭

先

生

に

迭

ら

れ

、別
離
の
一
慌
を
排
ひ
た
る
は
、
一
九
二
八
年
二
月
某
日
の
タ
な
り
き
。

此

の

時

先

生

齢

巳

に

八

十

有

三

、

精

神

な

ほ

奮

の

如

き

も

、

耳

聾

し

鰹

弱

〈

、

次

に

相

見

る

の

日

は

他

の

世

界

に

於

い

て

な

ら

む

と

嘆

じ

給
へ
る
語
は
、
今
な
ほ
我
が
耳
底
に
在
り
。

か

〈

て

車

接

し

て

先

生

の

力

な

き

手

に

帽

を

振

り

、

や

が

て

人

影

の

聞

に

渡

し

給

ひ

し

後

姿

は

、

賞

に

余

が

先

生

を

此

の

世

界

に

於

レ

て

見

る

を

得

に

る

最

後

な

り

き

。

先

生

大
皐
に
皐
ぴ
て
後
、
借
籍
に
列
し
給
へ
ば
.
身
を
終
る
迄
要
り
給
は
や
べ
皐
を
友
と
し
・
朋
を
侶
と
し
孟
ハ
の
生
涯
乍

と.ら

共事

に{曾

加の

は事

りな

ぬる

も

似

1: 

た

Y

齢

高

〈

し

て

故

蕎

相

次

レ

で

世

を

去

り

、

強

影

執

然

と

し

て

寂

家

主

年

深
〈
自
ら
安
ん
じ
給
ふ
庭
あ
り
と
難
色
、
一

た

び

人

間

の

純

情

赤

子

の

如

〈

優

し

か

り

し

先

生

の

寂

し

き

臨

終

の

病

床

に

想

到

す

れ

ば

、

誰

か

涙

な

き

を

得

べ

き

。

先

生

の

京

都

帝

岡

大

串

に

於

け

る

や

、

初

め

て

之

を

訪

ひ

給

ひ

し

頃

は

、

未

r我
が

考

古

皐

陳

列

室

の

設

げ

な
か
り
し
が
、
余
の
留
皐
よ
り
障
り
て
、
再
び
先
生
を
迎
へ
た
る
の
日
は
、
韓
容
略
ぽ
備
は
り
て
、
先
生
を
し
て
束

方

稀

に

見

る

所

な

り

と

の

溢

鮮

を

得

に

り

。

ま

に

先

生

の

我

が

大

皐

に

於

け

る

ス

メ

Y
語
の
講
演
は
.
貫
に

日

本

に

於

け

る

這

種

皐

術

の

萌

芽

を

植

ゆ

る

の

機

に

し

て

.

之

に

由

っ

て

爾

来

斯

撃

に

志

す

も

の

漸

〈

出

で

、

我

が

大

皐

亦

た

中

原

典

茂

九

郎

君

の

如

き

を

見

る

に

至

れ

り

。

加

之
.我

が

考

古

皐

研

究

報

告

第

一

冊

の

出

序

古書「
毘ー・



序

一= '" 

四

版
せ
ら
れ
し
は
、
貨
に
先
生
日
本
再
避
の
年
に
し
て
主
ハ
の
英
文
の
標
題
、目
次
等
は
、
先
生
と
謀
り
て
之
を
決
し
.

共

の

校

閲

を

経

七

る

も

の

な

る

こ

と

は

、

吾

人

の

長

〈

記

し

て

忘

る

う

能

は

F
る
所
な
り
。

爾

来

報

告

書

刊

行

毎

に

之

を

先

生

に

贈

呈

す

る

を

例

と

し

、

先

生

亦

七

常

に

之

に

封

す

る

懇

篤

な

る

批

評

と

激

聞

の

鮮

を

迭

h

ソ
給
ひ
き
。

去

歳

二

月

忽

然

と

し

て

先

生

の

計

に

接

し

て

よ

り

、

余

は

梅

原

君

と

相

謀

り

て

、

失

冊

の

研

究

報

告
書
を
以
て
.
先
生
記
念
の
意
を
寓
ぜ
ん
ム
」
欲
し
‘
桔
据
編
纂
漸
〈
此
の

冊

を

成

す

に

至

れ

ち

。

其

の

研

究

未
だ
掛
さ
争
、
資
料
な
ほ
蒐
め
得
て
完
し
と
ヲ
一
日
ひ
難
き
は
、
深
〈
之
を
先
生
と
皐
界
主
に
耽
づ
る
も
の
あ
り
左

雄

も

.

新

羅

古

克

研

究

に

一

歩

を

進

む

る

も

の

あ

ら

ば

、

以

て

永

〈

先

生

の

名

を

極

東

皐

界

に

記

憶

す

る

の

発

端
3

と
も
な
り
、
先
生
追
慕
の
情
を
表
す
る
を
得
る
に
鹿
幾
ら
ん
か
。

昭

和

九

年

五

月

演

田

耕

作

(勺

先
生
の
向
俸
は
ご
吉
三
己
主

3
22ζ

と
題
し
、
一
九
二

三
年
英
同
マ
ク
ミ
ラ
ン
枇
よ
り
出
版
せ
ら
れ
た
る
が
、
胃
頭
誕
生
の
時
の
事
を
記
し
、
ょ

LP
5

。
口
同
司
55ιZEM拘置ニ
'rzrv-m
乙

z
n
r
r芸
品
。
『

S
R
s
z
m凸
宵

-
E
F
S言
。
唱

-z二
回
宮

Frp甘
え

HVF-330島
-
と
あ
る
も
、
先
生
と
日
本
と
の

縁
深
舎
を
見
る
。
同
書
第
十
九
章
J

円
一
志
向
号

E
L
及
び
第
二
十
一
章
-

J

J

・2
H
旨

g
ユS
E
ι
F
3ロ
に
日
本
来
遊
中
の
事
を
詳
に
叙
し
給
へ
り
。

な
ほ
初
度
来
遊
の
事
は
余

『
婆
交
』
(
第
三
年
第
削
減
d

に
「
セ
イ
ス
老
博
士
」
と
題
し
、
ま
た
第
二
次
の
そ
れ
は
新
村
憾
士
の
「
セ
イ
ス
数
授
を
塗
る
」
と

題
す
る
一
文
同
じ
雑
誌
(
第
九
年
第
一
波
)
に
あ
り
。
先
生
の
特
別
講
演
の
概
要
亦
た
同
じ
就
に
掲
げ
た
り
。
先
生
の
卦
音
に
接
し
て
後
余
は
其
の
遁
憶

を
雑
誌
『
ド
ル

d
γ

』
(
第
十
時
抗
)
に
記
し
置
き
ぬ
。



目

次

新

羅

古

瓦

の

研
今h
::::tL 

第

一

新

羅

古

瓦

の

蒐

集

ミ

其

研

究

第

二

朝

鮮

に

於

け

る

瓦

裁

の

使

用

第
三
慶
州
に
於
け
る
瓦
瓢
設
見
の
遺
跡
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第

四

慶

州

委

見

新

羅

古

瓦

較

の

種

類

・

第

五

園

瓦

附

楕

園

瓦

等

・

・

・

イ

蓮

華

紋

系

'
克

ロ

禽

獣

紋

系

瓦

・

・

第

六

千

瓦

・

・

イ

唐

草

紋

系

克

・

ロ

飛

天

禽

獣

紋

系

瓦

第

七

瓢

及

其

他

の

瓦

・

・

イ

敷

甑

・

・

・

・

・

ロ

鞍

・

・

・
・次

壁
目

一頁-1:0 軍ヨ‘7" 1" 
ヨ-
.3!i. 

三重

ノ、.l~ 

区軍事.... 
J、位寓

ノ、
三E



第

八

目

次
慶

州

古

瓦

の

園

紋

ご

出

土

遺

跡

ミ

の

関

係

・
..• 

新

羅

古

瓦

の

特

質

l
l
結
論

ヨ三

-I:l 

第

九

ヲ、
ヨ三F

新

羅

古

瓦
耳元
ク1ミ

成

岡

地

名

索

ヲi

巻
末



第

第

第

五
ー
第
一

を~
';1， 

八

第

一

九

第

二

O

l

第

三

三

第
三

三
|

第

三

七

第

三

八

第

三

九

i
第
四
二

第

四

二

l

第

四

五

第

四

六

l

第

五

O

第

五

一

l

第

五

九

第

六

O

|

第

六

第

六

四

・

第

七

第

六

五

|

第

七

O

第

七

第
七

三
l

第

七

六

新

羅

古

瓦

集

成

固

目

次

四

蓮
華
紋
系
国
克
〈
潟

七

禽
獣
紋
系
国
克
(
潟

楕

克

国

棒

端

板
〈
潟

飾

蓮
華
紋
系
困
瓦
(
拓

禽
獣
紋
系
闘
克
〈
拓

楕

嘗
(
拓

国

克

唐
草
紋
系
平
克
(
潟

飛

天

禽

獣

紋

系

平

克

(

潟

唐
草
紋
系
卒
克
(
拓

飛

天

禽

獣

紋

系

平

克

(

拓

敷

説
〈
潟

壁

事正

罪文

転

(

拓

壁

事瓦

新
羅
古
文
集
成
岡
目
次
鬼

板

鴎

尾

類

(

潟

国
凪
(
〉

国
凪
(
)
・

潟

民
)

国典〉

・

本
)
・

木、d木
、、、"'

邑
(
〉
・
・

岡県〉

木、J

木
、・〆

iii 

'""' 潟
岡県

γ
本
)
・

〆ヘ
拓

本
)
・
i

・

岡県〉

-•••• 

本
女
掛
照
頁

エ
九
|
|
一ニ一-一

ZE--一-
一
七
、
六
一
・
六
ニ

三三
軍司宮司

コ
九

l
l
z
一一
一

-

Z

五

1
1
2
七
、
六
一
・
内
ニ

三三
区司

ZA--四
ニ

-

四

=
l
l回
向
、
六
一
・
六
ニ

-

四

ニ

l
l同
六
、
六
一
・
六
ニ

エ
六
.
四

A
l
l五
一

ニ
肉
、
き
了

l
五
六

•••••• 

一
一
六
、
四
八

l
i五
一

エ
六
、

Ez--五六

-
二
五
・
五
五
・
亙
内



第第

二

国

第

三

岡

第

四

回

第

五

岡

第

六

岡

第

七

回

第

八

周

第

九

闘

第
一

O
悶

第
一
一
岡

第
一
二
闘

持

次

国

四

目
挿

次

園

目

同

易

州

出

土

宇

凶
γ

丸
山
富
及
闘
一
丸
(
京
都
帝
岡
大
祭
厳
)

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 
' . 
. 
. 
. 
. 

停
阿
房
・
日
出
土
凶
克
(
擦
吋
秦
草
沢
市岬
集
録
』
〉
・
.

支

那

六

朝

唐

代

闘

克

例

山

尚

南

京

秀

山

公

国

出

土

問

附

大

同

雲

同

石

窟

mw
拘

停

唐

太

宗

陵

出

土

一
朝
鮮
大
同
江
面
士
城
殺
見
漢
闘
瓦
四
種
(
伊
藤
庄
兵
衛
費
滅
V

二
同
扶
徐
接
見
副
克
二
種
(
京
都
帝
岡
大
田
牢
厳
)

朝
鮮
平
壌
附
近
説
明
見
高
句
麗
時
代
同
克
六
種
(
伊
藤
庄
兵
衛
君
磁
)

朝
鮮
開
城
附
近
礎
見
高
麗
時
代
克
端
文
理
問
調
一
…
腕
〈
伊
藤
庄
兵
衛
君
蔵
)
・
・
.

扶
鈴
接
見
培
文
拓
影
(
梅
原
拓
本
)
・

慶
州

皇

龍

寺

金

堂
祉

朝
鮮
線
督
府
潟
英

慶
州
四
天
王
寺
金
堂
祉
〈
朝
鮮
総
督
府
潟
民
)

↑

霊

的

寺

(蔚
山
都
青
良
面
霊
鷲
洞
)
克
拓
影
・

二

鷲

仙

寺

転

拓

影

三
忠
清
南
道
公
州
磨
寺
殺
見
古
克
拓
影
(
腹
部
怒
恩
君
拓
・
本
)
・

慶
州
附
近
古
寺
寺
祉
仕
置
岡
(
小
野
三
正
君
製
闘
〉

慶

州

四

祭

寺

枇

出

土

平

克

J、~、

八・九
一0
・一一

一0
・一一

一(〕・一一

-
Cコ. 
一一

ー
ヨEプ、

一六
・一也

一六・一台

一
六
・
ア
骨

一八・一九



第
一
三
岡

第
一
四
固

第
一
五
同

第
一
六
闘

第
一
七
岡

第
一
八
闘

第
一
九
岡

第
二

O
岡

第
二
一
闘

第
二
二
岡

第
二
三
岡

第
二
四
国

第
二
五
岡

第
二
六
岡

第
二
七
回

第
二
八
悶

第
二
九
園

(三)
隅

克

(四)

士
壁

等

所

用

克

慶

州

出

土

各

種

克

一

間

克

完

形

品

二

楕

闘

克

一

慶

州

黄

龍

寺

義

見

闘

克

箔

及

慶

州

出

士

同

文

瓦

二
慶
州
附
近
出
土
卒
克
完
形
品
(
努
藤
忠
君
潟
民
〉

臨
海
殿
祉
出
土
闘
克
縦
断
両
〈
有
光
一
級
一
君
原
圃
)
・

慶
州
出
土
平
克
端
部
断
面
悶
ハ
梅
線
了
・
.
，

減
林
寺
祉
出
土
石
鴎
尾
岡
(
能
勢
丑
三
君
)

四

天

壬

寺

祉

出

土

千

鳥

形

歪

蓮
華
紋
克
嘗
接
展
推
定
困
(
演
岡
)
・
..• 

慶
州
穀
見
蓮
華
紋
諸
形
式
問
〈
演

5
・•. 

多

賀

城

闘

克

-. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 

正
倉
院
御
物
紅
牙
按
鍍
尺
盤
鵡
紋
岡
(
捺
原
因
淑
人
君
〉
・
・

支
那
西
域
接
見
経
巻
見
返
封
鵡
紋
岡
(
擦
ス
ダ
イ
ン
氏
『
セ
ル
イ
シ
デ
ア
』
〉
・
.• 

慶
州
政
官
見
庶
草
紋
系
平
克
諸
形
式
悶
〈
演
国
〉
・
・

南

法

華

寺
鳳

風

培

飛
a鳥
園
潟
具、J

岡
寺
天
人
塘
〈
飛
鳥
園
拐
さ
・
・

筑
前
太
宰
府
皐
業
院
祉
出
土
培
(
一
一
施
山
敏
男
書
偽
民
)
・
・

支

那

及

四

隣

各

地

接

見

唐

代

蓋

埼

拓

影

・

正
倉
院
七
賓
鏡
(
嬢
『
東
蔵
珠
光
』
)

持

次

五

岡

目

一一阿・ニ五
ニ問・ニ互

二回・ニ五士三位認五正プ‘=;n. 
三三

Cコ
ヨーーー言E.

三三

プqタ』

区軍事

三三
IZJI 
!E. 

院買事

.i¥. 

四
八
・
問
均

宮司

プ"



第
三

O
岡

第
三
一
同

第
三
二
悶

第
三
三
闘

第
三
四
岡

第
三
五
岡

第
三
六
園

第
三
七
闘

第
三
八
同

第
三
九
岡

第
四

O
凶

第
四
一
岡

第
四
二
岡

第
四
三
岡

第
四
回
岡

持

目

次

ノ、

園

購

州

通市

勤

寺

塔

及

埼

理
古
蹟
圃
譜
巴=

清
道
悌
霊
寺
藤
塔
〈
擦
原
因
淑
人
君
報
告
〉
・
••.• 

慶
州
臨
海
殿
祉
接
見
聞
克
卒
克
親
等
宕
光
山
紘
一
君
符
民
〉

、

慶

州

各

地

穀

見

迦

陵

頻

伽

紋

閤

克

拓

影

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. . 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

慶
州
各
地
接
見
迦
陵
頻
伽
紋
卒
克
拓
影
(
其
一
)

•
•
••••••••••• 

同

上
〈
其
二
)

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

慶

州

各

地

殺

見

同

型

下

顎

文

拓

影

・

.

慶
州
接
見
骨
量
(
東
洋
一
射
潟
集
)

一
四
利
八
封
飛
天
鏡
・

二
賀
相
華
紋
八
稜
鏡
・
・

日

本

国

克

諸

例

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

-
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 
-
a 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

日

本

平

克

諸

例

日

本

綾

見

新

羅

風

瓦

紋

拓

影

.
，
 
.....•.•••. 

••••••••••••••• 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. . 

. 

. 

慶
州
典
輪
寺
祉
殺
見
人
面
紋
克
嘗
(
有
光
一
放
一
き
・

.

.
 

慶
州
沙
正
里
援
見
査
離
拓
影
(
悲
劇
藤
忠
君
〉
・
...• 

同

上

寓

異
〈
向
上
)
・
・

ヨヨL五丘

四

六0
・六一

プ竜

一一. 
プ電

一一

プ宅

プミ

プマ

ー. 
3、
一

六ニ・内一-一
芳、
三三

六六・六台

六六・六屯

六六・六七

六六・六七
Z司

;/'‘z 
軍当‘
-i;; 

~ 

英
文
(
一
六
)



昭

和

九

年

九

月

一

日

印

刷

昭

和

九

年

九

月

十

日

夜

行

昔日 事文早大 国帝都 京

版

品

川

所

祈
腕

者百5
"ι 

行
¥包

戸
打
川

vv
b
，，
 

菊I古~TI ‘，_， f
 

日
開

"'.... 
;lC 

zt司1
;可京

編
締
代
表
将

F晶 司

五己

倍

金

1ft 

rn 

可託生
'lA 

1T 
東
京
市

市l'
11] 

ド'"
児 島空
河
~~ 

111] I 

且且
三五'_

1'i 

1:11 

京
都
市
中
京
町
柳
九
場

三
係
下

ル

l

i

i

ニ

?

航

者

一加

引

制作

室市

三市l'

?合

固

ト

r
j
 

生
々

之

ノ問

ハ瓜

刀
掘電
号苫
替
市申

東里iC
烹=

七七
一一堂
一及 田

八 17&
八九|汎J

作作j
 

f
J
J
 

rよ

株 I似社合式玉



目冊告報究研畢古考部畢文畢大圏帝都京

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
十 十

十 九 八 七
--L 
五 四 一 一一 一 ノ、 一一H骨 時 冊 冊 官甘 冊 冊 官骨 冊 骨骨 冊 冊

讃岐
須筑 日間 豊 日近 日切揖 貝隣 備 M 調九 河河 目巴
玖前 本雲 後摩

本江
鷲本見 支津 殻獣摩園

中
園府内
生州

国内!持 岡府内
後

回J 間須 護見 上代 護見 闘高 丹教 槻高 津園 式に に
松 本玖 i主 骨I:H 二i:方を 於
石 護史 腐玉 石 金島 銅名在 及7.1<. 雲 石 器け 肥高 け
清 見育il

製石 作遺
俳， 製震[l 鍛手合束 ぴf.fl 貝 器 形る

後等轟 安及
る

尾 の遺 1/) 耳水 鋼氏 人出 塚 時 式接 装
山 古跡 織物 研 飾尾 鉾鞍所 骨7.1<.

. 
代遺 分飾 飾

石 鏡の 及の ラZ 創村 銅及蔵 、nff 目巴 類あ 1<: 貴志 あ
塚 に研 石研 環頭 の 創南の 尖際尾

後描同
跡 楽る て石 る

cJ 就究 観究 〆大'、
同境古 3終論盤人 切 正摩附

第
成闘 境古 費掘 時器 墳古研 ν、 楽成 正 成支

ヰ害臨事霊
究 て 十 鹿 丹 貝 同

せる 代遺 及四
製角
〈鞍遺 塚

護掘
--、

F横'fi、司、・，旬、 ，略-、 〆'、 年 大に物
護掘

大
人跡昭 昭

事を 刀 手就、
室v定 指村相調報賓 報告

正
骨護掘和 和 和 八

i¥ J五
f、，丁-J 装 ーい京 報告

年行、後d 
大

年 年 年 具 年て都
尖正 墾百 正告を 告を 苦を 震 楽 後及 四遺告

〆大「 ，ム、
行
行、・'
rr 成 'fT 其附

跡、 大，岡、
正 七 年

、ー' 、J

園調賓7出k 習を正 九
続版 年宮署( 同近 九 年号を 行、J大

正 五十有五 費見 報貝 年 rr 
震告塚 行告を 行、J

.、ー〆
定
金定償 債金定

十

干ヰ の の
絶版慣

年 車t 切 、ー'
続版金

告苦 、J
支 程/司、 I、 八.

国 国 国 行、"""
金定償 丹墓碑

潰 緒版 積 積
回 七 田 田

耕作
園 耕

耕作作、
潰

、 、

一 _.....目、島 演
積田 新村 長簡 漬清 田 梅 梅 演

田 回 谷田 岡野 宇井 原 原 国

梅 梅島 彦貞 演 耕作
耕 部作耕 耕作次謙

作 末 鈴末
耕作

作出
、
治 木埼

原 原田
、
田

、 、、 言入 、 、、
長

、 、

梅 梅 梅漬 島
榊原島田
谷 島 丈島 梅

末 末貞 原 耕 原 原田 国 部 同 太 回 原
末 末

末治 耕作 彦貞 政職彦貞 言人 彦貞 郎彦貞
末

治 治彦 治 作 治 治

三サ町賀甲北岡湖京東 院'書 江 刀 所 行 登



REPORTS UPON ARCHAOLOGICAL RESEARCH 

Vol. 1. Ornamented Tombs in Higo・… ByK. Hamada & S. l}mehara. 
47 Plates (1917) (011101 Prillt) 

Vo1. II. Excavation of Neolithic Sites at Kδ， Kishi， &c. 
. By K. Hamada， S. Umehara， S. Shimada & B. Suzuki. 

31 Plates (1918) (0"，ゲPrIllt)
Vol. III. Ornamented Tombs in Kyushu. 

By K. Hamada， S. Shimada & S. U mehara. 
Corpus of the Yayoi-Type Pottery. 
35 Plates (1918) (Oul 01 Prilll) 

Vol. IV. Second Excavation at Kδ，&c. ... By K. Hamada & K. Hasebe. 
24 Plales (1920) (0"， 01 pη;111) 

Vol. V. Excavation of the Shell-Mounds at Tsukumo and Todo・
roki in Higo. 

By K. Kiyono， M. Sakakibara， S. Shimada & K. Hamada. 
53 I'late語 (1920) (0111 ，，/ Prillt) 

Vol. VI. Excavation of the Shell司Moundat Idzumi in Satusma. 
By K. Hasebe， S. Shimada & K. Hamada. 

A Prehistoric Site at Ibusuki. ... ... ... ... By K. Hamada. 
39 Plat凶 (1921) (Oul (〆PriJ1t)

Vol. VII. Christian Relics Found at M. Higashi's House near 

Takatsuki. ……... ••• ••• .•• .•. By 1. Shimmura. 
Tomb-Stones of the Christians in the 17th Century found 
near Kyoto. ... . .. ... ... By K. Hamada & S. Shimmura. 
Two Horse-Saddles with Pictures of Portuguese Mer-
chants， &c. ... ... ... ... By K. Hamada & S. Umehara. 
Corpus of the Bronze Implements Found in ]apan. 
40 I'lates (1923) 6 Ym 

Vo1. VIII. Ancient SepuIchre at Midzuo， Omi. By K. Hamada & S. Umehara. 
21 I'Jates (1923) (0111ゲP州内

Vol. IX. Rock-cut Buddhist Images in Bungo. ... ... By K. Hamada. 
77 Plates (1925) (0111 ，'/ Prilll) 

Vo1. X. Studies on the Remains of Ancient Bead-workers in 
Idzurno. ... ... By K. Hamada & S. Umehara & S. Shimada. 

Corpus of the Polished Arrow-heads and Daggers. 
43 I'lates (1927) 8 Ym 

V 01. XI. Studies on the Prehistoric Site at Okamoto， Chikuzen. 
By S. Shimada. 

A Special Study of the Ancient Mirrors found at Oka-

moto. … … ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・.. . •. By S. U mehara. 
30 Plates (1930) 8 Ym 

Vol. XII. Study on the Cairns on Mt. Iwaseo near Takamatsu， in 
Sanuki. ... ... .. ... .. ... ... ... By S. Umehara 
Corpus of the Stone Sarcophagi with hollowed Head-rests. 
45 Plates (1933) 6ルn

Edited by the ARCHAOLOGICAL INSTlTUTE， KYOTO IMPERIAL UNIVERSITY 

Publishers: THE TOKO.SHOIN， 23 Kitakogacho， Kanda， Tokyo 






